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１ 病院の基本理念及び基本方針 

【基本理念】 

良質な医療を提供し、地域の人々の健康維持・増進に貢献します。 

 

【基本方針】 
● 患者様の権利を尊重し、患者様中心の医療を実践します。 

● 医療の質の向上に努め、安全な医療を提供します。 

● 適切な高齢者医療を行います。 

● 疾病の予防と啓発活動に 

  取り組みます。 

● 地域社会及び他の医療機関 

  との密接な連携に努めます。 

 

現病院の外観 
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● 地域密着型病院のモデル 

 県央医療圏における完結型医療体制の中で、高齢化が進む加茂・田上地域に密着した医療を提
供し、一般急性期から亜急性期、終末期、長期療養までの病床を備えた、地域医療の最前線を担う
二次医療機関として、「地域密着型病院」のモデルを目指します。 
 

● 県央基幹病院との連携及び役割分担 

 県央医療圏の高度・専門的な医療を担う県央基幹病院から退院した回復期の患者の受入等を担
う後方病院として、基幹病院との連携・役割分担のもと、一般急性期から回復期、慢性期までの身近
な医療を提供できる診療機能を備えた病院を目指します。 

２ 新病院整備の基本的な考え方 

完成イメージ 



３ 新病院 基本設計のコンセプト 

● 地域特性、地域要望を踏まえた診療機能の充実、整備 
    生活習慣病、認知症、運動器疾患等高齢者に多い疾病に対する診療機能を確保 
    緩和ケア病棟、緩和医療におけるセンター的機能を整備 

    一般病棟内に分べん室、沐浴室等産科諸室を整備、近接する位置には個室を配置    
● プライバシー保護への配慮 
    各病棟に相談室を配置、現病院の2.5倍の個室を整備 

● 見守りケア病棟 
   スタッフステーションからの観察性を高め、看護必要度の高い患者のケア 
  に最適な「見守りケア病棟」を実現 

● スタッフアメニティの充実 
   院内保育所の設置等、働きやすい環境を整備 

● 利用状況を踏まえた駐車場の整備 
   現病院を上回る220台の駐車場を整備 
   送迎車、バス等の乗り入れに配慮した配置計画を検討中    

● 地域交流の拠点となる｢多目的ホール｣の整備 
   地域の医療関係者等の研修・医療情報等発信の拠点となる｢多目的ホール｣を整備 
   夜間、休日等の利用を想定し、患者・スタッフ動線と交差しない位置に独立して配置 

見守りケア病棟 

①信頼される病院 

②患者等にやさしい病院 

③地域に開かれた病院 
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４ 新病院の建築概要 

● 敷地面積 ： 約15,000㎡ 

● 建築面積 ： 約  4,400㎡ 

● 延床面積 ： 約13,000㎡ 

多目的

ﾗｳﾝｼﾞ

設備 管理諸室、医局 機械 設備

経営課、会議

療養病棟 緩和ケア病棟

50床 30床

一般病棟（外科系） 一般病棟（内科系）

多目的ホール 50床 50床

健康増進センター リハビリ 手術 中材 更衣･休憩 給食 電気

ＳＰＤ 院内保育

検査 外来・救急 医事 放射線 薬剤 ｻｰﾋﾞｽ

患者支援 内視鏡 ｺﾞﾐ・ﾘﾈﾝ ﾔｰﾄﾞ

6階

5階

4階

3階

2階

1階

エントランスホールイメージ 

バス停（想定） 

配置想定図 



５ 主要機能新旧比較表 

現在 新病院

○15科
　　内科、総合診療科、緩和ケア科、神経内科、小児科、外科、
　　整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
    眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、リハビリテーション科

→ ○15科
　　内科、総合診療科、緩和ケア科、神経内科、小児科、外科、
　　 整形外科、脳神経外科､皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
　　 眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、リハビリテーション科

緩和医療
○一般病棟で運用 ↗ ○緩和ケア病棟を設置

○緩和医療のセンター的機能
　　専門研修の受入、ボランティアの育成等

リハビリテーション

○急性期、亜急性期のリハビリ ↗ ○基幹病院の後方機能
　　急性期、亜急性期のリハビリ

○外来リハビリの実施
○高齢者に多い疾病のリハビリを実施

在宅医療
○専門医療の在宅医療 ↗ ○在宅医療を担当する診療所の後方支援

　　在宅療養患者の急性増悪時の入院等

○専門医療の在宅支援
○180床
　（一般：150床、療養：30床）

→ ○180床
　（一般：100床、療養：50床、○緩和ケア：30床）

○救急告示・トリアージ機能
　（二次救急・病院群輪番制）

→ ○救急告示・トリアージ機能
　（二次救急・病院群輪番制）

○病診連携
　　　紹介・逆紹介患者診療

○診療所からの検査依頼対応
　　（検査ステーション機能）

↗ ○病診連携の強化
○診療所からの検査依頼対応
　（検査ステーション機能）
○診療所医師との研修会の実施

○延床面積：約10,000㎡ ↗ ○延床面積：約13,000㎡

構造
○耐震構造
○鉄筋コンクリート造

↗ ○耐震構造（新耐震基準適合）
○鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

駐車場 ○205台（職員用含む） ↗ ○220台（職員用含む）

病室
○１床室：18室 ↗ ○１床室：46室

　※多床室についても、十分なベッド間隔を確保できる広さを
　確保し、患者のプライバシーに配慮した病室を計画しています。

医療機能

病床数

救急機能

医療連携

建物規模・仕様

６ 新病院 建て替えのプロセス（H27.1時点の予定） 

H27.6～ 附属建物解体・仮設（発電機等）工事 H28.1～ 新病院建設 

H30､31 現病院解体 H31 外構工事 

公舎 

（公舎解体後設置） 

外構 

解体工事 建設工事 工事区域 
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７ 新病院 平面想定図（１階、２階） 

● １階（外来、放射線、検査、 

        薬剤、多目的ホール等） 

● ２階（リハビリ、手術、給食等） 

７ 新病院 平面想定図（３階、４階） 

● ３階（一般病棟） ● ４階（療養病棟、緩和ケア病棟） 

外科系（50床） 

内科系（50床）  

※産科関連諸室を含む 

療養病棟（50床） 

緩和ケア病棟（30床） 

病棟スタッフステーションイメージ 
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７ 新病院 平面想定図（５階、６階） 

● ５階（管理諸室、医局、事務室等） ● ６階（多目的ラウンジ） 

【お問い合わせ先】 
  新潟県病院局業務課 建設班 

  電話：025-280-5705 

  FAX：025-285-3843 

  Mail：ngt400020@pref.niigata.lg.jp 
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